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・撮影時の配慮すべき点について

１．PPS発光は、撮影時の前後に撮影と同じ露光時間同じファイル内で撮影すること。
　　Gainは変更可能。ただし、実際の観測時のGainは報告の為記録のこと。
２．露光時間は下記表から選択して使うと、PPS発光による補正が行える。約30秒発光でOK
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3

観測ビデオを開く



4

開いた観測画像

マウスカーソルをこ
の領域に持ってく
ると露光時間が表
示される

SharpCapの様なAVI
ファイルを読み出すと
フレームレート値が計
算され、自動的にタイ
ムスタンプの欄が
SharpCap用になる。PPS発光の検出枠



②対象星を選択。キャップ等して見えない場
合、対象星が観測されるおおよその位置をク
リックする。

③位置が変わら
ない様にAnckor
又はOFFを選択

①観測前PPS測光
開始位置へ移動

④PPS測光開始

⑤観測前PPS測光終了

5観測前のPPS測光

②’　PPS発光の検出枠
が対象星と同じ高さに
移動する。
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測光中の様子

PPS発光検出

観測前のPPS測光
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PPS測光終了後
SharpCap Timing Analysisを押す

観測前のPPS測光
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SharpCap Timing Analysis初期画面

①SharpCapのタイムスタンプ検証する

観測前のPPS測光



9

②ところどころタイムスタンプ書き込み遅れ
見られるが大きな異常無し
②ところどころタイムスタンプ書き込み遅れ
見られるが大きな異常無いこと確認

③LED Brightnessを押し表示変更

観測前のPPS測光
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④-1.中心がピンクで下のラインに向かっ
ている点を探し、下のラインと合流する手
前の点をクリック
（中心が白いピンク点は違うので注意）
露光時間により右下がりの場合がある。
P.2を参照のこと。

観測前のPPS測光



④-2.直線補間するため前後に対象点を広げる

⑤選ばれた点を使って直線補間実行

11観測前のPPS測光



PPS発光開始（＝X.000秒）のフレーム

測定されたPPS発光（UTC）に対するタイムスタンプの平均遅れ

⑥得られた値をAddしてMemoryに記録

12観測前のPPS測光
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①記録された時刻補正データ

②一旦この画面を終わる。

観測前のPPS測光
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①DataRemoveを押して「はい」を
押す。→観測前PPSのCSVデータ
を消去

②このデータが消える

観測前のPPS測光



①観測後のPPS測
光開始位置へ移動

②PPS測光開始

③観測後のPPS測光終了

④SharpCap Timing 
Analysisを押す

15観測後のPPS測光
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観測前のPPS測光と同様に
P.8-12を行い、Memoryに追
加する。

観測後のPPS測光
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観測前後のPPS測光データを収集
したらApply to Analysisを押す。
直ぐ上のバーグラフが右端まで到
達したらこの画面を消す。

観測後のPPS測光
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時刻補正が反映されたら日時枠が水色になる。
これを確認したらDataRemoveボタン押し、「は
い」を押して、CSVファイルを消す。

このデータが消える

対象星　測光



19

②対象星を選択

③Standardを選択

④Threshholdを調整
（暗い星は小さめにす
ると良い）

⑤Driftを選択

①対象星測光開始
位置へ移動

⑥測光開始

⑦測光終了

⑧念のためCSV
ファイルを保存
する

対象星　測光



20

グラフを出す前に、Asteroid timing guideボタン
を押す。

回折シミュレーションと現象時刻導出（IOTA_Preston氏予報の場合）
（Occult4等の予報の場合）はP26へ



http://asteroidoccultation.com/IndexAll.htm

下記Preston氏の予測サイトに行き、事象の詳細
データをコピーする。

PCのキーボードでCtrl+Aですべての文字を選択し、
Ctrl+Cでコピーできる。

21回折シミュレーションと現象時刻導出（IOTA_Preston氏予報の場合）

注意：
ここに掲載され
たデータは別
の現象のもの
です。。
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白枠にマウスカーソル持っていき、マウス右ク
リックで貼り付け　またはCtrl+Vでデータを貼り
付ける。

回折シミュレーションと現象時刻導出回折シミュレーションと現象時刻導出（IOTA_Preston氏予報の場合）

注意：
ここに掲載され
たデータは別
の現象のもの
です。。
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白枠に貼り付けられたデータから、日付、小惑
星、対象星、影の速度、小惑星までの距離が算
出記載される。

回折シミュレーションと現象時刻導出（IOTA_Preston氏予報の場合）

注意：
ここに掲載され
たデータは別
の現象のもの
です。。
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観測者の名前を記入。英文半角で
名の頭文字+”.”+半角スペース+姓
Apply and open Graphを押してグラフ出す。

回折シミュレーションと現象時刻導出
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グラフの一部を拡大するため見たい場所をクリッ
クして赤点を表示し、Width-Partを押す
さらに拡大するにはScaleの値を大きくする

小惑星名、対象星、日付、観測者名が記載され
たグラフが出現

回折シミュレーションと現象時刻導出（IOTA_Preston氏予報の場合）

注意：
ここに掲載され
たデータは別
の現象のもの
です。。

P31へ移動
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①減光ポイントに一番近いところに赤点になって
いるか確認。違っていたらクリックして変更する。

回折シミュレーションと現象時刻導出（Occult4等の予報の場合）

②グラフに名前と現象名記載のためIndetificationボタン押す



回折シミュレーションと現象時刻導出（Occult4等の予報の場合）

青枠に現象日(UTC)、対象星、観測者名を記載し、赤枠
のチェックを外し、Applyを押すとグラフに表示される。
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ここをダブルクリックして距離と速度を求める画面を出す。

回折シミュレーションと現象時刻導出（Occult4等の予報の場合） 28



回折シミュレーションと現象時刻導出（Occult4等の予報の場合）

予報マップからMax Duration、Dia、Parallaxの値を読み取る

29



前頁で読み取った値を青枠内に入力し、赤枠のボタンを押す
と、距離と速度が入力される。

回折シミュレーションと現象時刻導出（Occult4等の予報の場合） 30
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CMOSカメラを使って撮影した場合、SpecialEffectの
CCD欄からIMX290を選択。

回折シミュレーションと現象時刻導出
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①減光点前後　数～10ポイント程度を外して30～50ポイン
トそれぞれ選択するよう、矢印ボタンで調整する。

②Fit to Diffraction Curveボタンを押す。

P.21~30で求められた値が入っている。

回折シミュレーションと現象時刻導出
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Diffraction Curveを確認する。
時間軸拡大したい場合Scaleの値を大きくする。

回折シミュレーションと現象時刻導出
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縦線の範囲は光量の誤差+/-1σ

横線の範囲は時間の誤差+/-1σ

黄線は減光推定時刻

①減光推定時刻を知るために
Magnitude Calcボタンを押す。

回折シミュレーションと現象時刻導出
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CMOSカメラではFirst field
WAT100Nが選択されていることを確認

これが時刻補正された減光時刻

グラフに記入する場合これらを
チェックする。

回折シミュレーションと現象時刻導出



補足
PPS LED光の明るさについて

[cmos_cam_observation :76] LED 光の明るさについて　より



宮下です。

ご要望の多かった、LED光の明るさについてです。
添付の画像をご覧ください。

Suitable が適切な明るさ、
OverExposure は明るすぎ、
UnderExposure は暗すぎ　です。

SharpCapのヒストグラムに現れるのは...

OverExposure では右側に偏ったグラフになります。
ここで、右側に縦直線が現れる、というのは、サチったピクセルが
たくさんあることを示しています。多少はサチっていてもよいです
が、それだと直線に近似できるフレーム数の数が減ってしまいます。
Suitable は、真ん中より右側にヒストグラムのピークが来ます。
UnderExposure では、かなり左側、つまり暗いピクセルが多くなり
ます。バックグラウンドが暗ければ、これでもよいのですが。

ヒストグラムを見る方法は、観測時にプレビューを使って、必要に
応じて手早くできる方法です。

一方、予め短時間試しにキャプチャできたら、Limovieで見てみれ
ばよいのです。
画面上のどこか適当なところをクリックすると、Operation Guide
のウインドウが開きます。このグラフは、上の緑色のラインがサチ
レーションの明るさ。赤色のラインが光量ゼロです。
ご覧の通り、OverExposureでは、サチっているのが一目でわかりま
す。UnderExposureが暗すぎるもわかると思います。
注目していただきたいのは Suitable で、LED光がグラディエーショ
ンを描いて下ほど明るくなっているのが分かります。つまり、下の
ラインほど先に露光が始まることがこれから明らかです。それはと
もかく、これなら充分光量の変化をとらえられでしょう。
ただ、もう少しOverExposure気味でも充分時刻解析できます。

ご参考になさってください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮下和久



適切な明るさ

上限より下に分布が
ある

ヒストグラムの山が
右の壁と中央の間に
ある

Limovie画面 SharpCap画面



明るすぎ

上限に到達している

ヒストグラムの山が
右の壁に入ってし
まっている

Limovie画面 SharpCap画面



暗すぎ

下限に近いところに
分布がある

ヒストグラムの山が
左の壁に入ってし
まっている

Limovie画面 SharpCap画面
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